
協力貸出冊数等の推移（冊・月平均）
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協力貸出 市町村間の資料物流

新たな取組み 

・国際児童文学館オープン（5 月 5 日）

・子どもの読書活動推進のための支援

員派遣事業（のべ受講者数 1334 人）

・公立図書館と学校との合同研修 

 （3 回実施、のべ受講者数 185 人） 
・調べ学習等支援のための、テーマ別図

書セットの特別貸出 

 （33 セット、14 校へ貸出） 
・学校支援のページの開設 

（中央図書館ホームページ） 

基本方針２

大阪府立図書館は、幅広い資料の収集・保存に努め、 

すべての府民が情報・知識に到達できるようサポートします。 

0

0.5

1

1.5

2
受入冊数

 　e-レファレンス
受付件数

Web-OPAC
検索回数

ホームページ
アクセス数

Web複写
受付件数

障がい者
郵送貸出数

平成21年度 平成22年度

※平成 21 年度を「1」としたときの値。 

Ｈ２２実績への総合評価について（案） 

 
 
 

 

都道府県立図書館の重要な役割である市町

村立図書館への支援サービスについては、情報、

物流、研修それぞれにおいて、安定したサービ

スを継続して実施しています。 
現在ある搬送システムを利用して市町村図

書館間の資料物流面において工夫を行った点

は取組みの成果といえます。 
現在のサービスの満足度調査や地域ごとの状

況分析等を行い、潜在ニーズの把握とさらなるサ

ービス向上に向けて取り組みます。 
 
 
 

 

個人向け e-レファレンスの本格実施や無線 LAN
が利用できる情報環境の整備のほか、国際児童文学

館システムの更新計画の策定と予算化、資料購入を

入札で実施できたことは成果といえます。基本方針

２には、短期間で効果を上げることのできる活動内

容もあれば、資料収集、資料保存、レファレンスサ

ービス等のように課題が多く長期的な取組みが求め

られる活動もあります。また、郵送貸出・対面朗読

のように経費確保が前提条件となる活動も含まれて

います。これらは、図書館サービスの基盤を支える

重要な部分ですので、課題を明確化し、将来展望を

持って着実に取組みを進めます。 
 

 

こども資料室における実践を通して蓄積され

てきた児童サービスに加え、国際児童文学館の

移転を契機に、子ども読書活動推進事業を新た

に開始しました。近年、取組んできた学校支援

事業、ＹＡサービス、障がい児への取組みでも

成果がみられました。オープン初年度の国際児

童文学館については、課題を整理し、貴重な資

料を保存・活用する方策を、中長期的展望を持

ってじっくり検討する必要があります。また、

府域の子ども読書活動推進の拠点としての活動

をさらに進めます。 

大阪府立図書館 平成２２年度 総合評価について 

大阪府立図書館は、市町村立図書館を支え、大阪府全域の図書館サービスを発展させます。

基本方針１

大阪府立図書館は、府域の子どもが豊かに育つ読書環境づくりを進めます。 
基本方針３

※H22の数値は上半期の月平均



大阪文献データベース収録数（件）
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大阪資料・古典籍サービスは、専門性に裏付けられたサービスを安定して提供しています。 
基礎となる資料収集・整理・提供に加えて、研修や情報発信においても実績を積み重ねていま

す。特に、中高校生に向けて理解促進を企図した取組みは、新たな視点からの企画で成果といえ

ます。豊富な歴史的資料群を活かした外部機関との連携や研究者等外部人材との協力面について

は、さらに開拓していく余地があります。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

ホームページやメールマガジン等による情

報発信は活発で、年間を通じて多数実施して

いる府民参加の事業は好評です。 
図書館運営に関する情報公開を一層推進す

るとともに、生涯学習事業や多彩な実施事業

については、効果を検証し、図書館が持つ資

料と施設をより有効活用できるよう引き続き

検討していく必要があります。 
市場化テストによる官民協働の運営につい

ては、調整を図りつつ、サービス水準の維持

と向上に努めます。 
 

  
全体としてみると、単年度で一定の成果がみられる活動と、中長期的な取組みが必要な

基盤サービスに属するものとがあり、後者は即時効果を追求するよりも、目標に沿って計

画的・多角的に検討と実行を重ねていくことが必要です。また、課題によっては現在の枠

組みの中での工夫により、一定の成果をあげることが可能な活動もあれば、予算や体制の

支えにより効果が期待できる活動があり、費用対効果を検証しつつ取組んでいく必要があ

ります。 

   府立図書館のサービスは、専門性とともに多元的なつながりの広さと奥行きをもってい

る点に特色があるといえます。すでに一定水準の基礎を持っている資料の構築やレファレ

ンスサービス等は、早急に結果を追求するのではなく、長期的、広範な視点から実績を積

み上げていくことが将来の図書館サービスにつながると考えます。施設と資料のさらなる

有効活用も必要です。 

市町村支援サービスについては、府立図書館の持つ力を活かし、ニーズに合わせて展開

していくことを絶えず検討していく必要があります。また、電子図書館時代におけるサービ

スに向けた情報収集や、官民協働のメリットを活かした取組みの追求も求められます。 

   上記の点を、平成23年度のアクションプランに反映できるよう努めます。 

大阪府立図書館は、大阪の歴史と知の蓄積を確実に未来に伝えます。 
基本方針４

地域資料や古典籍等に関する
講演会等の参加者数（人）
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大阪府立図書館は、府民に開かれた図書館として、府民とともにあゆみます。 

基本方針５

※大阪文献データベース 
図書・雑誌に掲載された大阪に関する記事等を 
検索できるデータベース。 


